
リレーシンポジウム「こころを
整える」は、第 26 回国民文化祭・
京都 2011（京都国文祭）のテーマ
「こころを整える～文化発心」につ
いて考えるシンポジウムです。
京都市内からスタートした同シ
ンポジウムは、科学のまち「けい
はんな学研都市」に舞台を移し、
世界に通じる文化のダイナミズム
（文化を駆動する力）について考え
ます。
【日時】
3 月 5 日㈯午後 1時～ 3時 45 分
【場所】
けいはんなプラザ（精華町）
【内容】
▼能の紹介（講師＝能楽師の片
山九郎右衛門さん）
▼基調講演（講師＝国際高等研
究所所長の尾池和夫さん）

▼パネルディスカッション（コー
ディネーター＝大阪大学総長の鷲
田清一さん。パネリスト＝片山九
郎右衛門さん・京都市芸術文化協
会理事長の村井康彦さん・美術家
の高橋匡太さんなど）
▼精華町少年少女合唱団による
合唱
【定員】
先着 300 人
【入場料】
無料
【申込方法】
氏名・電話番号・人数を電話・℻で
連絡するか、京都国文祭ホームペー
ジ（http://kokubunsai-kyoto2011.
jp/）から申し込んでください
【申込・問合せ先】
京 都 府 総 合 窓 口（ ☎
075-411-5000、℻ 075-411-5001）
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